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Aspergillus fumigatus による真菌性眼内炎の 1 症例
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trevisanii を分離した症例を 1 例経験したので報告する。
【症例】74 歳、女性。2012 年 7 月に急性骨髄性白血病（AML）と




































【対象と方法】対象期間は 2014 年 3 月～ 2014 年 4 月とした。Bact/
ALERT3D（シスメックス・ビオメリュー）で血液培養を行い、陽性
となった SA ボトル（好気培養）19 例、SN ボトル（嫌気培養）4 例を
フェイバー法（ニッスイ）でグラム染色を行った。S.aureus の推定基
準は、SA ボトルでは菌の大きさが 1 μｍ以上で cluster が非常に密で
あるとし、SN ボトルでは菌の大きさが 1 μｍ未満で cluster が 100 ～
300 の菌で形成されている形態とした。CNS の推定基準は、16 までの
菌による cluster の重積とし、SA ボトルでは菌の大きさが 1 μｍ未満、
SN ボトルでは菌の大きさが 1 μｍ以上とした。菌の大きさでの判定
に苦慮した例は cluster の重積所見により推定した。推定は 3 名の検
査技師で行い、グラム染色による推定と培養による同定菌種の一致率
を算出した。
【結果】グラム染色で S.aureus と判定された 16 例は、培養で S.aureus14
例、CNS2 例と同定された。グラム染色で CNS と判定された 7 例は、
培養で S.aureus3 例、CNS4 例と同定された。グラム染色と培養の一致






























Ｐ / ＲＣＣ比は 0．２５から０．１８まで下がり、輸血管理料加算
の取得条件がさらに緩和された。３．アルブミン等の国内需給のた
めの原料確保にも貢献できた。
